
ソニーが挑む AI × ロボティクス
AWS のフルマネージドサービスを全面採用し
独自の成長を遂げる新生『aibo』を約 1 年で開発

ソニー株式会社

AI とロボティクス事業への参入を受け
エンタテインメントロボットに再挑戦

“クリエイティビティとテクノロジーの力
で、世界を感動で満たす。”を Purpose（存在
意義）に掲げ、エレクトロニクス、エンタテ
インメント、金融、医療など幅広い分野でビ
ジネスを展開するソニー。『aibo』が復活す
ることになったきっかけは、2016 年 6 月
の経営方針説明会において、AI とロボティ
クス事業への参入を表明したことにありま
した。
「当社には、映像・音響、センサー、メカトロ
ニクスなど長年培ってきた技術があり、ロ
ボット事業から撤退した後もエンジニアサ
イドでは“新しいモノを創りたい”という想
いを持ち続けていました。エンジニアと経
営層の思いが再び合致したタイミングが 
2016 年でした。具体的に議論を重ねる中
で、人に寄り添い、人の生活を豊かにするロ
ボット『aibo』から始めようということにな
りました」と語るのは、AI ロボティクスビ
ジネス担当の執行役員、川西泉氏です。
また、ハードウェアやネットワークの進化、
ディープラーニングの発展、クラウドサー
ビスの充実など、さまざまなテクノロジー
が成熟してきたことも AI ロボティクスへ
の参入を後押ししたといいます。
「届いた箱を開けた瞬間から犬らしく振る
舞い、それぞれのオーナー様とのかかわり
の中で唯一無二の個性を育てていく新しい
ロボットを作るためには、クラウドと接続
し、継続的に情報を分析・フィードバックし
ていく AI の技術が欠かせません。PlaySta-

tion の開発でも利用していた AWS は、そ
の領域でのサービスの豊富さに加え、エッ
ジコンピューティングの部分でも先駆けだ
と認識していました」（川西氏）

テクノロジーの進化を続ける AWS は
『aibo』のクラウドセントリックな
開発体制に必須

新型『aibo』の開発は、社内でも極秘のプロ
ジェクトとして、スマートフォン、カメラ、
R&D などの部門からエンジニアを集め、数
えるほどの少人数でスタートしました。ク
ラウドは、迷うことなく AWS に決めたと
いいます。
「開発上で最も評価した点は、最先端のテク
ノロジーを駆使したサービスがいち早く登
場すること、そして運用負荷を大きく削減
できるマネージドサービスが豊富であるこ
とです」（川西氏）
少人数かつ短期間での開発を求められる中
で、エンジニアとしても AWS の活用が不
可欠だったといいます。AI ロボティクスビ
ジネスグループ クラウドサービス開発部 
統括部長の平朋大氏は「クラウドチームは
スタート時にメンバーが少なかったため、
サービス開発にリソースを集中させる必要
がありました。そのためには運用負荷を大
きく削減できるマネージドサービスが必須
です。マネージドサービスが充実している 
AWS を採用することは当然の帰結でした」
と語ります。
『aibo』のクラウドサービスは、『aibo』フロ
ントエンド、ビジネスロジック、他のプロダ

クトでも利用可能な共通基盤、『aibo』の行
動やセンサーデータを収集・分析するデー
タ分析基盤の 4 チームで開発。サーバーレ
スの活用、サービス間のインターフェイス
の明確化、インフラやコンフィグのコード
化、自動化対応の 4 つを共通のガイドライ
ンに定めて進めました。AI ロボティクスビ
ジネスグループ クラウドサービス開発部 
1 課の中邨一仁氏は開発を振り返り次のよ
うに語ります。
「『aibo』本体と専用モバイルアプリケー
ション間で、AWS を介した連携方式として 
GraphQL を検討していた際、GraphQL の
マネージドサービスとして AWS AppSync 
がジャストタイミングで登場したので、効
率的に開発を進めることができました」

サーバーレス構成の採用により
サービスの PDCA サイクルを短期化

新型『aibo』は、2018 年 1 月 11 日（イヌ年
のワン・ワン・ワン）の午前 11 時 1 分から
販売を開始。同年 9 月にアメリカでも販売
を開始しました。
「利用者は順調に増え、エンタテインメント
ロボットの市場を創ることができたと自負
しています。最近は病院や介護施設に導入
されるケースもあり、『aibo』とのコミュニ
ケーションによって医療や介護のサービス
向上にも貢献しています」（川西氏）
発売から 2 年が経った現在、全アカウント
におけるサーバレスコンピューティング
(REST, GraphQL)の API 実行回数は、1 日あ
たり約 700 万回、1 ヶ月あたり約 20 億回
に達しています。サーバーレス構成の採用
により、開発、アップデート、サービスの  
PDCA サイクルの短期化を実現。数ヶ月に
一度の新サービスのリリースにもスピー
ディな対応が可能です。
「2020 年 1 月に健康診断サービス『aibo 
ドック』を開始する際にも、開発着手から 
2 ヶ月でリリースすることができました。
開発で困った際も AWS のソリューション
アーキテクト、サポートともにレスポンス
が早く、作業を停滞させることなく前に進

むことができます」（平氏）
現在の AWS の運用は、開発と運用を兼ねる 
DevOps のチームで行っています。専任の運
用担当を置かずとも、開発に集中ができる
環境が整っているといいます。中邨氏は「基
本の運用は AWS のマネージドサービスに
任せ、何らかの問題が起きた際にも私たち
はロジックの正誤を判断するだけで、運用
工数はわずかで済んでいます」と話します。

ソフトウェア API の公開を開始
外部企業とエコシステムの形成へ

人とのふれあいに応じて個体ごとに独自の
成長を遂げていく『aibo』。その機能やサー
ビス自体も進化を続けています。2019 年 
11 月には『aibo デベロッパープログラム』
を通じて『aibo』のソフトウェア API の公
開を開始。個人や企業が、『aibo』の動きを自
由にプログラミングできるようになりまし
た。すでに警備会社のホームセキュリティ
と『aibo』が連携して自宅の安心を見守る
サービスや、IoT 家電と『aibo』のコラボ
レーションなどの事例が生まれており、今
後もさまざまな領域でエコシステムを形成
していく考えです。
『aibo』の登場は、ソニーの AI × ロボティク
スのビジネスに拍車をかけました。川西氏
が率いる AI ロボティクスビジネスグルー
プは、2020 年 1 月にラスベガスで開催し
た技術見本市 CES2020 で発表された電気
自動車『VISION-S』の試作車の開発も担当。
ここにもロボット作りのノウハウが活かさ
れています。
「外部環境を認識し、制御系と連動しながら
自律的に動くという意味では、電気自動車
とエンタテインメントロボット『aibo』に違
いはありません。センシング、AI、クラウド
などのキーテクノロジーも共通です。
『aibo』も『VISION-S』も IoT デバイスの 1 
つと考えられ、今後もクラウドとつながり、
その環境でさらなる進化を遂げていくこと
になるでしょう。AWS とは今後もあらゆる
局面で協調し、ともに成長していきたいと
思います」（川西氏）

1999 年に発売され、人気を博したソニーのエンタテインメントロボット『AIBO』。生
産・販売を終了して 12 年の時を経た 2018 年 1 月 11 日、新型『aibo』として復活を
遂げました。クラウド環境は、アマゾン ウェブ サービス (AWS) のマネージドサービス
とサーバーレスアーキテクチャを全面採用し、コアプラットフォームやデータ分析基
盤などを構築。クラウド関連の領域は実質約 1 年で『aibo』を開発しました。IoT セン
サーを複数搭載し、自律的に稼働する『aibo』は、AWS 上の各種サービスと連携しな
がら常に進化を続けています。

ご利用中の主なサービス
●  AWS IoT ●  AWS AppSync
●  Amazon Kinesis Video Streams
●  Amazon CloudFront
●  Amazon API Gateway
●  AWS Step Functions
●  AWS Lambda
●  Amazon DynamoDB
●  Amazon Aurora Serverless 
● Amazon ECS (Elastic Container 

Service) 
●  AWS Fargate 
● Amazon ECR (Elastic Container 

Registry) 
●  Amazon EMR

ビジネスの課題
● AI × ロボティクス事業への参入
● 自律型エンタテインメントロボット
『aibo』の開発決定
● クラウドを活用した A I 基盤の構築

AWS を選択した理由
● 最先端のテクノロジーを駆使したサー
ビスがいち早く登場

● イノベーションの創出に必要なサービ
ス環境の充実

● 運用負荷のかからないマネージドサー
ビスが充実

● 従量課金で拡張が容易なサーバーレス
アーキテクチャが充実

● 少人数でのプロジェクトにおいて AWS 

の活用が必須

AWS 導入後の効果と今後の展開
● 新型 aibo のクラウド関連の開発を約 

1 年でリリース
● すべての機能を AWS のマネージド
サービスで構成し、高い可用性、信頼
性、機能アップデートが容易な柔軟性、
スケーラビリティを確保

● AWS Lambda の実行回数は 1 ヶ月あ
たり 約 20 億回

● サーバーレス構成の採用により、開発、
アップデート、サービスの PDCA サイク
ルの短期化を実現

● 運用にかかる工数はわずかで、エンジニ
アはサービス開発に集中

お客様導入事例：AIロボティクス
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日付）
● 連結売上高：8 兆 6,657 億円（2019 
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AI で成長を遂げる新型『aibo』は、ソフト・ハードの最新技術と AWS のクラ
ウドを活用し、犬型ロボットから個性が育つ愛犬へと飛躍的に進化しました。

ソニー株式会社　執行役員 AIロボティクスビジネス担当 AIロボティクスビジネスグループ 部門長　川西 泉 氏
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